
「
堺
銀
行
文
書
」
の
魅
力

佐
　
　
藤
　
　
政
　
　
則

堺
銀
行
は
大
阪
府
内
の
中
堅
銀
行

堺
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
各
種
の
古
文
書
の
な
か
に
堺
銀
行
に
関
わ
る
も
の
が
多
数
存
在
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
堺
銀
行
文
書
」
で

あ
る
。
堺
銀
行
が
、
甲
斐
町
大
道
で
開
業
し
た
の
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
年
間
の
営
業
満
期
を
翌

年
に
控
え
た
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
事
業
継
続
を
選
ば
ず
任
意
解
散
を
決
議
し
た
。
解
散
手
続
き
は
円

滑
に
進
み
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
、
平
穏
に
清
算
を
終
了
し
た
。

堺
銀
行
の
主
要
な
歩
み
は
表
一
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
日
清
戦
争
の
前
年
に
開
業
し
、
戦
後
の
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
大
阪
支
店
、
富
田
林

出
張
店
を
擁
す
る
公
称
資
本
金
六
〇
万
円
の
銀
行
に
飛
躍
し
た
。
し
か
し
大
阪
金
融
界
を
直
撃
し
た
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
恐
慌
に
よ

っ
て
、
堺
銀
行
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
、
公
称
資
本
金
を
四
〇
万
円
に
減
資

し
て
損
失
金
の
補
填
を
行
っ
た
が
、
戦
後
の
不
景
気
の
な
か
で
経
営
再
建
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
営
業
満
期
が
近
づ
く
と
と
も
に
、
株
主

や
銀
行
役
員
間
の
対
立
が
表
面
化
し
、
さ
ら
に
本
店
所
在
地
が
阪
堺
軌
道
会
社
の
線
路
用
地
と
し
て
収
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
移
転
・
新
築

問
題
が
浮
上
し
た
。
つ
い
に
株
主
か
ら
解
散
の
声
が
あ
が
っ
た
。
も
っ
と
も
、
破
産
に
近
い
よ
う
な
追
い
込
ま
れ
た
解
散
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
清
算
処
理
が
円
満
に
終
結
し
た
よ
う
に
、
余
力
を
も
っ
た
解
散
で
あ
っ
た
。

堺
市
に
は
、
堺
銀
行
の
ほ
か
に
、
大
西
銀
行
（
甲
斐
町
）、
指
吸
銀
行
（
寺
地
町
）、
堺
共
立
銀
行
（
宿
屋
町
）、
堺
貯
蓄
銀
行
（
甲
斐
町
）、
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

荒
武
賢
一
朗
　
大
阪
市
史
料
調
査
会
調
査
員

西
本
　
幸
嗣
　
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師

大
久
保
雅
央
　
寝
屋
川
市
史
編
纂
課
文
書
調
査
員

山

善
弘
　
花
園
大
学
非
常
勤
講
師

重
岡
　
伸
泰
　
茨
木
市
史
編
さ
ん
室
非
常
勤
嘱
託

北
林
　
千
鶴
　
貝
塚
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
古
文
書
整
理
調
査
員

山
形
　
隆
司
　
（財）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
員

矢
内
　
一
磨
　
堺
市
博
物
館
学
芸
課
研
究
員

倉
橋
　
昌
之
　
堺
市
博
物
館
学
芸
課
研
究
員

上
田
　
歩
美
　
大
阪
歴
史
学
会
会
員

斉
藤
　
利
彦
　
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師

岡
田
　
光
代
　
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授
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と
全
体
と
し
て
三
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
史
料
群
と
な
る
。
そ
こ
に
は
広
範
囲
で
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
銀
行
で
も
、

果
た
し
て
こ
れ
だ
け
残
せ
る
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
高
い
レ
ベ
ル
の
史
料
群
で
あ
る
。
全
体
的
に
は
、
預
金
や
貸
出
な
ど
の
営
業
関
係
が
薄

く
、
株
主
や
役
員
関
係
な
ど
の
庶
務
関
係
が
厚
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
以
下
の
三
つ
の
系
統
に
属
す
る
史
料
は
、
筆
者
が
強

い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

①
経
営
動
向
に
関
す
る
包
括
的
な
史
料

堺
銀
行
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
目
的
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
の
か
は
「
株
式
堺
銀
行
設
立
願
書
・
定
款
」、「
株
式
会

社
堺
銀
行
営
業
継
続
願
書
・
定
款
」
な
ど
が
教
え
て
く
れ
る
。
経
営
の
全
体
的
動
向
を
知
る
に
は
「
営
業
報
告
書
」
が
基
本
的
史
料
に
な
る
。

時
系
列
で
揃
っ
て
い
る
「
会
議
決
議
録
（
株
主
総
会
）」、「
決
議
録
（
重
役
会
等
）」
な
ど
は
、
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
上
で
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
「
決
議
録
（
重
役
会
等
）」
は
、
今
日
で
言
え
ば
常
務
会
な
い
し
執
行
役
員
会
の
議
事
録
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
株
主
や
役
員
間
に
お
け
る
、
業
務
活
動
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
相
違
、
解
散
決
議
に
至
る
意
見
対
立
な
ど
が
追
跡

で
き
る
。
ま
た
日
常
的
な
業
務
活
動
を
知
る
上
で
「
日
誌
」、「
主
任
日
誌
」
は
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
庶
務
畑
の
い
わ
ゆ
る
業
務
日
誌
に

近
い
も
の
で
あ
り
、
本
店
、
大
阪
支
店
、
富
田
林
出
張
店
の
「
日
誌
」
が
あ
る
。
本
店
の
「
日
誌
」
は
ほ
ぼ
時
系
列
で
揃
っ
て
い
る
。
明
治

三
四
年
恐
慌
の
勃
発
を
伝
え
る
叙
述
は
臨
場
感
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
時
系
列
で
残
っ
て
い
る
大
阪
商
業
興
信
所
の
「
号
外
」
が
あ
る
。

当
時
、
東
京
・
大
阪
の
景
況
や
取
引
地
方
の
経
済
動
向
を
測
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
商
業
興
信
所
号
外
で
あ
っ
た
。
時
に
は
、

個
別
的
な
特
定
の
調
査
に
も
商
業
興
信
所
を
使
っ
て
お
り
、
日
本
銀
行
な
ど
も
取
引
先
銀
行
の
調
査
に
活
用
し
て
い
た
。

②
取
引
・
営
業
関
係
の
史
料

こ
れ
に
属
す
る
史
料
は
、
当
座
（
預
金
・
貸
越
）、
貸
付
、
為
替
、
小
切
手
、
コ
ル
レ
ス
、
割
引
手
形
、
約
束
手
形
、
公
債
と
万
遍
な
く
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ
り
、
数
値
に
乏
し
い
。
全
体
的
に
は
、
遠
隔
地
の
銀
行
間
で
為
替
を
取
り
組
む
コ
ル
レ
ス
取
引
関
係
の
も
の
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鹿
喰
銀
行
（
南
旅
籠
町
）
な
ど
が
存
在
し
た
。
堺
銀
行
を
こ
う
し
た
銀
行
と
同
じ
「
小
銀
行
」
と
み
な
す
見
解
も
あ
る
が
（
例
え
ば
『
堺
市

史
』
第
三
巻
、
一
一
三
四
頁
）、
こ
れ
に
は
同
意
で
き
な
い
。
明
治
二
八
年
六
月
末
に
お
け
る
大
阪
府
内
の
銀
行
群
を
示
し
た
表
二
を
み
て

み
よ
う
。
同
表
は
、
実
際
に
払
い
込
ま
れ
た
資
本
金
（
払
込
資
本
金
）
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
当
時
、
資
本
金
（
公
称
資
本
金
）
の
徴
収

方
法
は
、
企
業
が
資
金
を
必
要
と
す
る
時
に
適
時
払
い
込
む
分
割
払
込
制
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
企
業
の
実
力
を
み
る
に
は
妥
当
な
数
値
で

あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
堺
銀
行
の
規
模
は
、
府
内
第
一
四
位
に
あ
り
、
中
規
模
の
範
囲
に
入
る
。
ま
た
堺
市
内
の
そ
の
ほ
か
の
銀
行
と
比

べ
れ
ば
相
当
な
開
き
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
堺
市
内
の
銀
行
で
日
本
銀
行
大
阪
支
店
の
取
引
先
（
明

治
三
一
年
下
期
）
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
堺
銀
行
大
阪
支
店
と
大
西
銀
行
の
二
行
で
あ
る
。
た
だ
し
大
西
銀
行
の
日
銀
取
引
が
限
定
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
堺
銀
行
大
阪
支
店
は
す
べ
て
の
日
銀
取
引
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
立
地
と
規
模
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
拙

稿
「
明
治
三
〇
年
代
の
日
銀
金
融
政
策
と
岩
崎
弥
之
助
」『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
八
六
年
）。
こ
の
よ
う
に
堺
銀
行
は
、
大

阪
府
内
の
中
堅
銀
行
で
あ
り
、
堺
を
代
表
す
る
銀
行
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
末
の
日
本
に
は
、
普
通
銀
行
だ
け
で
一
八
六
七
行
の
銀
行
が
存
在
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

末
に
は
六
一
行
に
な
っ
て
い
る
。
戦
前
の
金
融
界
は
、
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
が
象
徴
す
る
よ
う
に
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
厳
し

い
淘
汰
の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
消
滅
し
た
多
く
の
銀
行
が
、
自
ら
の
生
涯
に
つ
い
て
語
る
べ
き
経
営
史
料
を
残
せ
な
か
っ
た
。
堺
銀
行

も
そ
の
一
つ
だ
と
、
筆
者
は
思
っ
て
い
た
。
か
な
り
以
前
か
ら
堺
銀
行
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
が
、
断
片
的
な
「
営
業
報
告
書
」
以
外
に

一
次
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
と
諦
め
て
い
た
。
縁
あ
っ
て
「
堺
銀
行
文
書
」
の
存
在
を
知
っ
た
。
大
変
な
驚
き
と
心
地
良
い
感
動
で
あ
っ
た
。

「
堺
銀
行
文
書
」
の
特
徴

「
堺
銀
行
文
書
」
を
構
成
す
る
史
料
数
は
一
七
七
点
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
九
点
は
書
簡
類
な
ど
を
ま
と
め
た
綴
り
で
こ
れ
ら
を
紐
解
く

堺
廻
り
農
村
の
御
用
留
帳
（
八
）

152



な
か
に
は
破
綻
・
合
併
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
商
業
興
信
所
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
は
重
要
で
あ
っ
た
。

「
堺
銀
行
文
書
」
の
可
能
性

「
堺
銀
行
文
書
」
を
用
い
た
堺
銀
行
の
研
究
は
、
現
代
に
関
わ
る
ど
の
よ
う
な
問
題
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
は
、
堺
金
融
と
大
阪
金
融
の
関
係
、
ひ
い
て
は
周
辺
経
済
と
大
都
市
経
済
の
関
係
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
大
銀
行
が
集
ま
る
大
阪
市

の
周
辺
で
は
、
自
立
し
た
金
融
圏
を
構
築
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
は
資
金
の
運
用
・
調
達
に
お
け
る
大
阪
金
融
市
場
へ
の
依
存
、

他
方
で
は
大
阪
系
銀
行
の
支
店
と
の
対
抗
と
い
う
二
元
的
な
要
素
が
地
元
銀
行
の
活
動
を
制
約
す
る
。
堺
銀
行
の
研
究
は
、
明
治
期
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
大
阪
市
と
堺
市
の
金
融
関
係
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
解
明
す
る
重
要
な
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
時
に
今
日
の
地
方

行
政
の
在
り
方
や
都
市
開
発
問
題
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
現
在
の
金
融
革
新
の
な
か
で
問
わ
れ
て
い
る
銀
行
の
あ
り
方
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
堺
銀
行
に
お
け
る
株
主
や
経
営
者
、
貸

出
先
や
預
金
者
と
い
っ
た
相
互
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
を
解
明
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
。
な
か
で
も
任

意
解
散
の
直
接
的
な
原
因
と
な
る
経
営
軌
道
を
め
ぐ
る
株
主
間
・
役
員
間
の
対
立
を
究
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
根
本

的
に
は
、
銀
行
と
し
て
の
健
全
性
を
重
視
す
る
路
線
と
実
業
界
へ
の
積
極
的
な
融
資
を
重
視
す
る
路
線
と
の
対
抗
で
あ
っ
た
。
同
様
の
問
題

は
、
す
べ
て
の
銀
行
に
お
い
て
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
、
大
な
り
小
な
り
繰
り
返
し
起
き
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
堺
銀
行
文
書
」
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
様
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
可
能
性
を
現
実
に
し
て
い
く
作
業
が
、
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
。
多
く
の
方
々
の
活
用
を
願
っ
て
筆
を
置
き
た
い
。
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が
多
い
。
定
期
預
金
関
係
は
み
あ
た
ら
な
い
。
貸
付
関
係
の
史
料
か
ら
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
つ
ま
り
堺
銀
行
が
、

ど
の
よ
う
な
営
業
活
動
を
し
て
い
た
の
か
は
、
簡
単
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
取
引
で
も
断
片
的
な
が

ら
取
引
者
の
氏
名
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
丁
寧
に
追
い
、
前
述
し
た
①
に
属
す
る
史
料
と
併
せ
て
み
れ
ば
、
発
起
人
―
経
営
者
―
大
口
株
主
―

当
座
取
引
者
―
貸
付
先
―
為
替
振
出
人
と
い
っ
た
人
物
の
重
複
性
と
そ
の
連
鎖
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
堺
銀
行
の
人
的
・
地
縁
的
性
格
が
鮮
明
に
な
る
ば
か
り
か
、
明
治
期
に
お
け
る
銀
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
兼
ね
な
い
重
要
な
成

果
に
な
る
だ
ろ
う
。

③
各
地
銀
行
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
史
料

「
堺
銀
行
文
書
」
に
は
、
堺
銀
行
か
ら
他
行
宛
て
、
ま
た
他
行
か
ら
堺
銀
行
宛
て
の
書
簡
や
葉
書
、
電
報
の
類
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
役
職
者
等
異
動
挨
拶
、
移
転
連
絡
、
印
鑑
・
手
形
見
本
送
付
、
為
替
取
引
開
始
依
頼
、
取
立
手
形
照
会
、
電
信
略
号
変
更
連
絡

な
ど
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
コ
ル
レ
ス
な
ど
何
等
か
の
取
引
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
取
引
そ
の
も
の
を
示
す
通
知
類
は
乏
し

い
。
し
か
し
堺
銀
行
が
ど
う
い
う
世
界
で
生
き
て
い
た
の
か
を
知
る
に
は
、
格
好
の
材
料
で
あ
る
。
堺
銀
行
の
営
業
期
間
中
に
連
絡
の
あ
っ

た
銀
行
群
を
表
三
に
整
理
し
て
み
た
。
清
国
安
東
県
の
第
一
銀
行
支
店
か
ら
熊
本
の
九
州
商
業
銀
行
ま
で
広
範
囲
で
あ
り
、
大
阪
南
部
に
閉

じ
こ
も
っ
た
銀
行
で
は
な
か
っ
た
。
さ
す
が
に
大
阪
、
奈
良
、
和
歌
山
、
そ
し
て
瀬
戸
内
の
関
係
銀
行
は
多
く
、
活
発
な
取
引
を
窺
わ
せ
る
。

面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
石
川
県
小
松
市
の
米
谷
銀
行
で
あ
る
。
同
行
は
、
北
前
船
問
屋
の
系
譜
を
も
つ
米
谷
家
が
経
営
す
る
銀
行
で
あ
り
、

頭
取
の
米
谷
半
平
は
堺
銀
行
が
増
資
し
た
さ
い
に
株
主
に
も
な
っ
て
い
る
。
北
前
船
航
路
と
こ
れ
ら
銀
行
群
を
重
ね
て
み
る
の
も
興
味
あ
る

作
業
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
単
に
堺
銀
行
の
広
域
的
な
金
融
取
引
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
堺
銀
行
が

堺
金
融
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
同
行
を
通
じ
た
堺
経
済
界
の
活
動
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り

を
示
す
豊
富
で
多
様
な
通
知
類
を
丹
念
に
追
う
こ
と
に
よ
り
堺
経
済
界
の
展
開
も
ま
た
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
表
三
の
銀
行
の
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表一  堺銀行主要事項年表 

 
設立発起人により「株式会社堺銀行定款」をまとめる。「存立時期ハ満二十ケ年」
（第三條）、名称は「株式会社堺銀行」とし堺市中之町三番屋敷に設置（第四條）、
資本金10万円、株式数２千株、１株額面50円（第五條）など。 
 
「株式会社堺銀行設立御願」を大阪府知事山田信道あてに提出。同月１７日付
で認許。設立発起人は泉谷九兵衛（堺市）、泉谷徳蔵（同）、西野眞太郎（和泉）、
太田平次（河内）、太田平七郎（同）、河盛利兵衛（堺市）、河盛勘次郎（同）、金田
伊兵衛（堺市）、吉村杢三郎（河内）、中橋和之（大阪市）、前川迪徳（大和）、藤本
清七（大阪市）、北村六右衛門（和泉）、木谷七平（和泉）、日置善作（河内）、杉山
長一郎（河内）の16名。 
 
株主総会を開催、定款を定め、役員を選出。頭取：太田平次、取締役：前川迪徳、
同：藤本清七、同：河盛利兵衛、同：日置善作、監査役：木谷七平、同：中橋和之、同：
吉村杢三郎。 
 
開設場所を堺市甲斐町三拾弐番屋敷に変更する旨届出。 
 
株式会社堺銀行開業。 
 
第１期株主総会開催、富田林出張店（大阪府南河内郡）の設置を決議。 
 
株主総会開催、資本金30万円、株式数6千株への増資を決議。 
 
本店新築により堺市甲斐町三拾壱番屋敷に移転。 
 
大阪市東区南本町4丁目に新設した大阪支店が開業。 
 
株主総会開催、資本金60万円、株式数1万2千株への増資を決議。 
 
大阪府泉北郡東陶器村に新設した福田出張所が開業。 
 
株主総会開催、大阪支店の廃止を決議。 
 
株主総会開催、資本金40万円、株式数８千株に減資し、これにより損失金を補
填する旨決議。 
 
臨時株主総会を開催し任意解散を決議。7月7日付けで大阪府知事高崎親章あ
て届出。 
 
清算は円滑に進み、終了。 

明治25年11月27日 
 
 
 
明治25年12月 2日 
 
 
 
 
 
 
明治25年12月23日 
 
 
 
明治25年12月28日 
 
明治26年1月6日 
 
明治26年7月5日 
 
明治27年1月22日 
 
明治27年12月16日 
 
明治28年9月9日 
 
明治29年1月12日 
 
明治35年2月5日 
 
明治35年7月20日 
 
明治37年1月30日 
 
 
明治44年6月24日 
 
 
明治45年1月28日 
 
 
資料：『会議決議録』、『決議録』第1号、『第壱回半季実際考課状』（明治26年上半季）、
「株式会社堺銀行」（『堺市史史料』139所収）などにより作成。 
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表二  大阪府内の本店銀行 
（明治28年6月末） 

 銀　行　名 所　在　地 資本金（千円） 

（個人）湖亀銀行 大阪市東区備後町 50 （50） 

（個人）虎友銀行 大阪市南区長堀橋通 50 （50） 

（個人）北村銀行 大島郡踞尾村 50 （50） 

（株）島ノ内銀行 大阪市南区笠屋町 30 （100） 

（合資）大西銀行 堺市甲斐町 30 （30） 

（合資）葛城銀行 大阪市南区西清水町 30 （30） 

（合資）天満両替店 大阪市北区大工町 30 （30） 

（個人）富岡銀行 大阪市西区幸町通 30 （30） 

（個人）古市銀行 大阪市南区高津町 30 （30） 

（個人）指吸銀行 堺市寺地町 30 （30） 

（株）難波銀行 西成郡難波村 26 （50） 

（株）天満銀行 大阪市北区天満橋筋 25 （100） 

（株）中立貯蓄銀行 大阪市南区玉屋町 25 （50） 

（株）茨木銀行 島下郡茨木村 25 （50） 

（株）堺共立銀行 堺市宿屋町 25 （50） 

（株）木津銀行 西成郡木津村 22 （50） 

（合資）岡田銀行 日根郡西信達村 21 （21） 

（合資）富田林銀行 石川郡富田林村 21 （21） 

（個人）岡田銀行 丹南郡中野村 20 （20） 

（株）上郷銀行 日根郡上ノ郷村 15 （15） 

（株）有魚貯蓄銀行 大阪市西区京町 15 （30） 

（株）摂津貯蓄銀行 西成郡難波村 14 （50） 

（株）玉造銀行 東成郡玉造村 13 （50） 

（株）貯金銀行 大阪市東区備後町 12.5 （50） 

（株）堺貯蓄銀行 堺市甲斐町 12.5 （50） 

（株）平野銀行 住吉郡平野郷町 12.5 （50） 

（株）河内銀行 茨田郡牧方村 12.5 （50） 

（株）天王寺銀行 東成郡天王寺村 12.5 （50） 

（個人）鹿喰銀行 堺市南旅籠町 10 （10） 

（個人）信貴銀行 南郡貝塚町 10 （10） 

（株）岸和田貯蓄銀行 南郡岸和田町 7.5 （30） 

（株）高槻貯蓄銀行 島上郡高槻町 7.5 （30） 

（株）平野貯蓄銀行 住吉郡平野郷町 7.5 （30） 

注記：①（株）は株式会社、（合名）は合名会社、（合資）は合資会社、（個人）は個人経営 

　 ②資本金は払込資本金、（ ）内は公称資本金。 

　 ③（個）住友銀行の設立は明治28年9月のため、掲載されていない。 

　 ④所在地名は当時のもの。 

資料：『第1回銀行総覧』（明治29年1月）を基礎に『現代日本産業発達史 第26巻 銀行』巻末付録、東京銀行協会『本邦銀

行変遷史』（平成10年）を参照して作成。 

 銀　行　名 所　在　地 資本金（千円） 

大坂第十三国立銀行 大阪市東区今橋二丁目 500 （500） 

（株）中立銀行 大阪市東区安土町 500 （1,000） 

（合資）井上銀行 大阪市東区北浜二丁目 500 （500） 

大坂第三十四国立銀行 大阪市東区高麗橋通 375 （375） 

大坂第三十二国立銀行 大阪市東区淡路町 360 （360） 

大坂第百四十八国立銀行 大阪市東区唐物町 300 （300） 

（株）大坂共立銀行 大阪市北区中ノ島 300 （300） 

大坂第四十二国立銀行 大阪市西区江戸堀南通三丁目 250 （250） 

大坂第五十八国立銀行 大阪市西区北堀江通 250 （250） 

大坂第百三十国立銀行 大阪市東区高麗橋通 250 （250） 

（株）近江銀行 大阪市東区備後町 250 （500） 

大坂第七十九国立銀行 大阪市東区本町 200 （200） 

大坂第百二十一国立銀行 大阪市東区南久寶寺町 200 （200） 

（株）堺銀行 堺市甲斐町 176 （300） 

大坂第百三十六国立銀行 大阪市東区北浜二丁目 170 （170） 

小西銀行（合資） 大阪市東区伏見町 150 （150） 

（株）大坂明治銀行 大阪市南区安堂寺橋通 150 （300） 

大坂第七十三国立銀行 大阪市西区北堀江一番丁 140 （140） 

（株）日本貯金銀行 大阪市東区淡路町 125 （500） 

（株）積善同盟銀行 大阪市東区今橋 125 （500） 

岸和田第五十一国立銀行 南郡岸和田町 100 （100） 

（株）岸和田銀行 南郡岸和田町 100 （100） 

（株）大坂銀行 大阪市東区南本町 100 （200） 

大坂興業銀行（株） 大阪市北区安治川通 100 （100） 

（合名）虎屋銀行 大阪市南区順慶町通 100 （100） 

（合資）有魚銀行 大阪市西区京町堀上通 100 （100） 

（合資）加島銀行 大阪市西区京町土佐堀通 100 （100） 

（合資）大坂清水銀行 大阪市西区南堀江通 100 （100） 

（合資）逸身銀行 大阪市東区備後町 100 （100） 

（個人）木原銀行 大阪市東区安土町 100 （100） 

（株）大坂商業銀行 大阪市東区博労町 90 （300） 

別途（合資） 堺市宿屋町 75 （75） 

大坂割引（株） 大阪市東区博労町 67.4 （70） 

（個人）川上銀行 大阪市東区備後町 60 （60） 

（個人）小田銀行 大阪市西区新町通 60 （60） 

（株）大坂貯蓄銀行 大阪市東区伏見町 50 （100） 

（個人）谷村銀行 大阪市東区農人橋二丁目 50 （50） 
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第一銀行安東県出張所 
 
二十銀行小樽支店 
 
弘前銀行青森支店 
 
四十八銀行大館支店 
 
川崎銀行千葉支店 
 
第三銀行（日本橋区小舟町） 
二十銀行（日本橋区伊勢町） 
丁酉銀行（京橋区宗十郎町） 
八十四銀行（京橋区霊岸島浜町） 
第百銀行（日本橋区萬町） 
川崎銀行本店（日本橋区檜物町） 
川崎銀行富沢町支店 
 
若尾銀行（甲府市） 
 
米谷銀行（小松市） 
明治銀行金沢支店 
 
浜松信用銀行（浜名郡浜松町） 
東遠銀行池尻支店 
東遠銀行江尻支店 
 
伊藤銀行（名古屋市） 
岡崎銀行（額田郡岡崎町） 
明治銀行（名古屋市） 
愛知銀行本店（名古屋市） 
愛知銀行岡崎支店 
亀崎銀行岡崎出張所 
第一銀行名古屋支店 
 
北山銀行（南牟婁郡木本町） 
四日市銀行（四日市市） 
伊賀上野銀行（阿山郡上野町） 
桑名銀行（桑名郡桑名町） 
三重銀行本店（宇治山田市） 
三重銀行鳥羽支店 
 
京都銀行（下京区烏丸通） 
起業銀行（下京区油小路御前通） 
 
大阪農工銀行（西区立売堀北通） 
貝塚銀行（泉南郡貝塚町） 
近江銀行（東区備後町） 

富田林銀行柏原支店 
富田林銀行長野支店 
八尾銀行（中河内郡八尾村） 
五十一銀行（泉南郡岸和田町） 
三林銀行本店（泉北郡南池田村） 
三林銀行伯太出張所 
住友銀行本店（東区北浜） 
住友銀行船場支店 
住友銀行川口支店 
住友銀行道頓堀支店 
住友銀行中之島支店 
山口銀行本店（東区唐物町） 
山口銀行南支店 
第一銀行大阪支店 
第三銀行大阪支店 
第三銀行堀江支店 
四日市銀行大阪支店 
 
畝傍銀行本店（高市郡今井町） 
畝傍銀行田原本支店 
畝傍銀行高田支店 
畝傍銀行高野山支店 
丹波市銀行帯解支店 
六十八銀行奈良支店 
六十八銀行五條支店 
六十八銀行御所支店 
六十八銀行三輪支店 
六十八銀行高田支店 
六十八銀行櫻井支店 
六十八銀行松山出張所 
三十四銀行奈良支店 
 
那賀銀行（那賀郡名手村） 
鼎立銀行本店（西牟婁郡串本町） 
鼎立銀行古座支店 
鼎立銀行和深支店 
和歌山銀行（和歌山市） 
伊都銀行本店（伊都郡妙寺村） 
伊都銀行名倉支店 
四十三銀行本店（和歌山市） 
四十三銀行田辺支店 
四十三銀行日方支店 
四十三銀行湯浅支店 
四十三銀行橋本支店 
四十三銀行南部支店 
四十三銀行御坊支店 
四十三銀行塩津支店 
四十三銀行箕島支店 
四十三銀行粉河支店 

日置銀行（西牟婁郡日置村） 
橋本銀行（伊都郡橋本町） 
北山銀行新宮支店 
 
姫路銀行（姫路市） 
淡路銀行（津名郡洲本町） 
萬里銀行（姫路市） 
灘商業銀行（武庫郡御影町） 
姫路商業銀行（姫路市） 
第六十五銀行（神戸市） 
明石銀行（明石郡明石町） 
赤穂実業銀行（赤穂郡赤穂町） 
淡路実業銀行（津名郡洲本町） 
 
中備銀行（都窪郡早島町） 
山陽商業銀行本店（岡山市） 
山陽商業銀行笠岡支店 
山陽商業銀行西大寺支店 
 
沢原銀行本店（呉市） 
沢原銀行二川出張店 
広島銀行本店（広島市） 
広島銀行呉支店 
広島銀行江田島出張所 
西原銀行（尾道市） 
 
百十銀行本店（下関市） 
百十銀行西支店 
 
高松百十四銀行丸亀支店 
 
伊予農業銀行（松山市） 
 
高知銀行本店（高知市） 
高知銀行須崎支店 
 
三瀦銀行（三瀦郡大川町） 
住友銀行門司支店 
住友銀行博多支店 
住友銀行若松支店 
 
九州商業銀行（熊本市） 
 

表三  「堺銀行文書」に登場する銀行群 
（　）内は所在地、地名当時 

［清国］ 
 
［北海道］ 
 
［青森］ 
 
［秋田県］ 
 
［千葉県］ 
 
［東京府］ 
 
 
 
 
 
 
 
［山梨県］ 
 
［石川県］ 
 
 
［静岡県］ 
 
 
 
［愛知県］ 
 
 
 
 
 
 
 
［三重県］ 
 
 
 
 
 
 
［京都府］ 
 
 
［大阪府］ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［奈良県］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［和歌山県］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
［兵庫県］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［岡山県］ 
 
 
 
 
［広島県］ 
 
 
 
 
 
 
［山口県］ 
 
 
［香川県］ 
 
［愛媛県］ 
 
［高知県］ 
 
 
［福岡県］ 
 
 
 
 
［熊本県］ 
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